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『潰瘍性大腸炎診療のUp to date
～IL-23製剤の位置付けを考える～』

竹下 英次 先生  愛媛大学地域消化器免疫医療学講座

IBDセンター長/教授

主催: アッヴィ合同会社

愛媛県立中央病院

IBD Evolve in Ehime

日時

平岡 佐規子 先生   岡山大学学術研究院医療開発領域
  炎症性腸疾患センター長/准教授

演者

座長

演題

演題

場所
ホテルマイステイズ松山
〒790-0067 愛媛県松山市大手町1丁目10-10
※事前登録の方法は裏面をご覧ください

演者

『クローン病診療における診断と治療
～肛門病変を見逃さない＆スキリージの治療成績～』

19:00-19:30

19:30-20:20

※お弁当の準備を予定しています。

承認された効能又は効果
【スキリージ®点滴静注600mg】

 中等症から重症の活動期クローン病の寛解導入療法（既存治療で効果不十分な場合に限る）
 中等症から重症の潰瘍性大腸炎の寛解導入療法（既存治療で効果不十分な場合に限る）
【スキリージ®皮下注360mgオートドーザー】中等症から重症の活動期クローン病の維持療法（既存治療で効果不十分な場合に限る）
                                                                            中等症から重症の潰瘍性大腸炎の維持療法（既存治療で効果不十分な場合に限る）
【スキリージ®皮下注180mgオートドーザー】中等症から重症の潰瘍性大腸炎の維持療法（既存治療で効果不十分な場合に限る）



ご参加の先生へ

下記URLまたは二次元コードよりご登録をお願いいたします

ウェビナー登録画面

※交通手配をさせていただきますので、ご選択をお願いいたします。

会場（ホテルマイステイズ松山）周辺地図

愛媛県松山市大手町1-10-10

TEL：089-913-2580

ホテルマイステイズ松山

ご連絡先：アッヴィ合同会社 野口浩二
phone ：080-3732-5164

URL:abbv.ie/7tnm
ウェビナー ID

957 9061 2423

パスコード
945438

abbv.ie/7tnm
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